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研究成果の概要（和文）：(1) 日本の校内研修では、授業研究の過程に「省察」を位置づけ、体育授業に関する
教師の知識と教材観や子ども観等の信念を形成する授業研究を実施した。また、青年海外協力隊の隊員として派
遣される体育教員に行われた補完研修で、体育授業研究を実施し、一定程度の省察能力を育成した。
(2)研究協力者の林楠が中国浙江省杭州の小学校で初任者に対する研修として授業研究を実施した。その結果、
中国の小学校体育専科教師の「省察」は教師の行動に関して向上が見られた。また、研究協力者のMike Jessが
スコットランドで2017年秋学期に教員養成段階と小学校の現職研修の校内研修において授業研究を実施した。

研究成果の概要（英文）：(1) In the in-school training in Japan, "reflection" was positioned in the 
course of lesson study, and an in-school training program was implemented that formed teachers' 
knowledge of physical education classes and their beliefs in teaching materials and children. In 
addition, as a supplementary training for physical education teachers dispatched as a member of the 
Japan Overseas Cooperation Volunteers, a physical education lesson study was conducted and a certain
 degree of reflection was developed.
(2) Lin Nan, a research collaborator, conducted a class study at a primary school in Hangzhou, 
Zhejiang Province, China, as a training course for newcomers. As a result, the “reflection” of 
Chinese elementary school physical education teachers has improved in terms of teacher behavior. 
Mike Jess, a research collaborator, conducted a class study in Scotland in the fall semester of 
2017, during the teacher training phase and in-service training at elementary schools.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、授業研究における省察を通して体育授業に関する教師の知識と信念を形成する校内研修プログ
ラムを開発し、海外に紹介することであった。日本の授業研究は 海外に紹介されているが、体育科の校内研修
の方法としては紹介されていない。
中国浙江省では体育授業研究の方法を教師の省察能力を高めるために改善することができた。また、スコットラ
ンドとノルウェーにおいて、初めて教員養成段階と現職教育の方法として授業研究を紹介し実施することができ
た。日本の体育授業研究を海外に紹介することにより、体育の現職教育改善の国際的な提案に着手することがで
きたことが本研究の学術的意義であり社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1)日本の授業研究は、1990 年代以降、Lesson Studies として世界各国に広がり、算数・数学
科や 理科、社会科等の授業改善及び教師の成長の方法として紹介されている。2007 年に、国
際授業研究学会（WALS: World Association of Lesson Studies）が、香港、アメリカ、日本、
中国、イギリス 等の研究者達によって設立され、毎年各国において国際大会が開催されている。 
日本の校内研修として実施される授業研究を、授業改善や教師教育の方法としてアメリカ合

衆国に紹介し、海外諸国が日本の授業研究に注目する契機を作ったキャサリン・ルイスは、校
内研修として実施される授業研究の特徴を以下のように把握している。一つは、校内研修とし
ての授業研究は、校内の教員と協働して指導案を作成したうえで研究授業を実施し、その後協
議会の実施する、という過程をたどるが、この過程で、授業者と観察者を問わず教師は授業に
関する知識や信念を育てているという特徴である。もう一つは、授業研究の過程で学校の教師
集団の中に授業を語る言葉や用語、協働的な同僚関係、授業改善への熱意などの意識が生まれ
ているという特徴である（Lewis, 2000）。 
国内においては、鈴木聡（2010）が、現職教育としての体育科の授業研究の機能に注目し、

小学校の教師が体育科の授業研究に期待していることとして、「同僚性・関わり」「指導者から
の評価」「指導技術向上」「教科内容追究」「自己改革」という 5 つの機能を指摘した。 
このように、国内外の校内研修における授業研究の効果は、教師の力量形成と教師同士の関

係の強化につながることだと認識されている。しかし、その活用については教科により差異が
ある。すなわち、国内では体育科の授業研究が校内研修の方法として注目されてきているのに
対して、海外に、体育の授業研究は校内研修の方法として紹介されてはいないのである。この
ことから、校内研修の方法として日本の体育授業研究を海外に紹介し、普及させることは、国
際的に体育の現職教育の方法を改善することにつながると考えられた。 
 
(2)Harris(2012),Faucette, N., et al. (2007), Petrie(2010)によれば，英語圏では学校外の専門家
が指導する体育の行政研修が全国レベルで実施されたが、行政研修に参加した教師が学校の同
僚教師にその成果を伝達し、同僚教師がそれらを学習する校内研修を開発することが課題とさ
れている。研究代表者らは、これまでに校外研修を受けた教師が校内研修でその成果を同僚教
師に伝えることで、同僚教師の運動教材や指導法の理解を促すために効果的であることを明ら
かにした。このことから、日本で校内研修として実施されている授業研究を海外に紹介するこ
とは、国際的な課題とされた体育の校内研修の方法の改善に貢献できると考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、授業研究における省察を通して体育授業に関する教師の知識と教材観や子

ども観等の信念を形成する校内研修プログラムを開発し、海外に紹介することである。1990 年
代以降、日本の授業研究は Lesson Studies と呼ばれ授業改善及び現職教育の方法として海外
に紹介されているが、体育科の校内研修の方法としては紹介されていない。そこで、日本の体
育授業研究を海外に紹介することは、体育の現職教育改善の国際的な提案になると考えられた。 
 
３．研究の方法 
(1)図１のように、本研究は 1年目に、「リフレクションシート」を活用した校内研修プログラ
ムを企画・運営してその効果を検証し、校内研修プログラムを開発した。2 年次には開発した
プログラムを海外へ普及するための準備として、海外の校内研修の実態を調査した。3 年次に
海外の研究協力者に日本の授業研究に参加していただき、実態を理解していただいた。そして、
その研究協力者の協力を得て、我々の校内研修プログラムを海外で実施し普及した。4年次は、
それらの成果を国際シンポジウムで交流・総括し、校内研修プログラムの意義と限界を明らか
にした。４年間を通した研究の手続きは図２を参照していただきたい。 
 
 
 
 
 
図１ 「リフレクションシート」を活用した校内研修プログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ ４年間にわたる研究の手続き 



(2) 本研究における研究代
表者・研究分担者の役割・相
互関係を説明する。図３のよ
うに、本研究は木原が全体の
総括を務めた。校内研修プロ
グラムの開発と効果の検証
の総括を大後戸が務め、村井
と加登本がプログラムの開
発と効果の検証を行った。ま
た、校内研修の海外調査とプ
ログラムの海外普及の総括
を岩田が務め、中国への調査
と普及を久保が、シンガポー
ルの調査と普及を齊藤と嘉
数が行った。分担者は研究協
力者と連携を密に取りなが
ら研究を進めた。また、分担
者はそれぞれ相互に連携を
密にとり研究を進めた。    図３ 研究代表者・研究分担者の役割・相互関係 
  
４．研究成果 
(1)日本の校内研修では、授業研究の過程に「省察」を位置づけ、体育授業に関する教師の知識
と教材観や子ども観等の信念を形成する校内研修プログラムを作成した。広島市立 A小学校及
び B小学校を対象に、校内研修の授業研究においてワークショップ型協議会を実施し、協議会
後に「リフレクションシート」に記入させた。A 小学校において 3 年間の継続的な校内研修会
に参加した教員に対してグループインタビュー調査を行い、参加者の「リフレクションシート」
に対する意見を求めた。その結果から次の成果が確認できた。成果として、授業研究の参加者
は、「リフレクションシート」を用いて「省察」することで授業者と観察者のそれぞれが、暗黙
であった自己の実践的知識と教材観や子ども観等の信念を自覚することができた。 
 
(2) 中国の校内研修における授業研究において、以下のようなプロセスが行われているかどう
かを調査した。①指導案作成：校内の軟員による指導案の作成において、単元全体の指導内容
を吟味し、到達目標と評価基準を設定する。②研究授業：授業者は、作成した指導案に基づい
て授業を実施する。観察者は、所属学年等の小集団を組織し、小集団ごとに観察対象を分担し
て観察する。③協議会：授業者は、自身の授業について自評する。観察者は、観察結果を意見
交換し、その結果を発表する。そして、助言者が、批評を加える。④省察：授業者と参観者は
感想力－ド等に授業研究を通して気づいた内容を記入する。そして、中国の状況に適合するよ
うに我々の校内研修プログラムを修正し、研究協力者の林楠が中国浙江省杭州の小学校で初任
者に対する研修として授業研究を実施した。その結果、中国の小学校体育専科教師の「省察」
は教師の行動に関して向上が見られたが、子どもの学習に関する「省察」に課題が残っている
ことが分かった。 
 
(3) スコットランドでは 2017 年秋学期に教員養成段階と小学校の現職研修の校内研修におい
て授業研究を実施した。そして参加者にインタビューを実施しそれを分析して、スコットラン
ドの小学校学級担任教師の省察の実態を把握した。その成果は、第 1に、教員養成での授業研
究では学生は教え方に省察を焦点化したことが分かった。第 2に、学級担任教師と体育専科教
師と大学の教師教育者の 3名の小グループによる小学校での体育授業研究では、研究授業を行
った学級担任教師は、参観した体育専科教師から、子どもの意欲的参加や教師の励ましの点で
肯定的フィードバックを受け、授業研究という研修にとても好意的な回答をした。この研究の
実施と資料の分析には研究協力者のエジンバラ大学の Mike Jess 氏に協力を依頼した。 
 
(4)研究分担者の斉藤が、研究協力者の白旗氏と JICA の協力のもと青年海外協力隊の隊員とし
て派遣される体育教員に行われた補完研修で、「リフレクションシート」の活用による体育授業
研究を実施し、海外へ派遣される青年海外協力隊の隊員の保健体育授業に関する省察の実態を
把握するとともに、一定程度の省察能力の育成をすることができた。 
 
(5)今後の展望としては、中国とスコットランドで、体育授業研究をその国の制度や教師文化を
踏まえて、より効果的な方法に改善するとともに、継続的に教員養成と現職研修のプログラム
として継続して実施していく。さらに、研究代表者や研究分担者が研究的に連携している、イ
ギリス、ノルウェー、オーストラリア、シンガポール、ペルー、ドイツ等の諸外国に我々の行
っている校内研修としての体育授業研究を紹介し、試行していきたい。 
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
競争を主題化した長距離走授業の成果と課題―中学生の長距離走に対する愛好定期態度の変容に着目して
―

学校教育学実践研究 85-92

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
齊藤一彦　松本佑介　濱本想子 25

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中学校マット運動の授業における「対話的学び」に関する事例研究

滋賀大学教育学部紀要 23-38

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
山本穂波・八田篤司・加登本仁 68

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小学校体育科の思考力・判断力を評価するための動画テストの開発（2）：4画面同時再生映像を活用して

学校教育実践学研究 25-30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
大後戸一樹，坂田行平，三上隼人 25

 １．著者名



2018年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
実践的指導力の基礎を培う「教職インターンシップ実践」の在り方－学校と大学の協働による実践を通し
て－

沖縄大学人文学部紀要 69-76

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
上地幸市・嘉数健悟 22

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
教師志望学生の力量形成を目指した「教職インターンシップ」の在り方について－教育委員会・学校・大
学の連携に着目して－

教職実践研究 25-32

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
嘉数健悟・上地幸市・仲嶺香代 9

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ルール学習を通して育まれる資質・能力とは

体育科教育 26-29

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
木原成一郎 67.1

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
カンボジアの初等教員養成における体育科教育法の現状と課題：シハヌークビル州とカンポット州の事例

広島大学大学院教育学研究科紀要. 第二部, 文化教育開発関連領域 269-278

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
山平芳美　齊藤一彦　白石智也 67

 １．著者名



2018年

2019年

2019年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
卒業記念クラスマッチをしよう

学校教育 30-37

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中西紘士 1215

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ルール学習に効果的な“タイミング”

体育科教育 30-34

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
中西紘士 67

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「授業構想力」からワークショップ型校内研修の成果をいかに俯瞰するか ―X市中学校保健体育部会の研
修を事例として―

学校教育実践学研究 127-137

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
岩田昌太郎・濱本想子・中川昂ほか4名 25

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
教師教育者の成長過程に関する質的研究 ―TAの経験はアイデンティティ形成にどのように影響を与えるか
―

日本教科教育学会誌 35-46

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
岩田昌太郎・草原和博・川口広美 41

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

https://doi.org/10.5432/jjpehss.17002

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「はね動作」の習得のための教材の順序構造化に関する研究：「前転ブリッジ」と「ステージからのはね
下り」の関係に着目して

体育学研究 739-755

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
中西紘士・木原成一郎・大後戸一樹・久保研二 62（2）

 １．著者名

http://doi.org/10.15027/45483

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小学校４年生の体育授業における戦術的知識の変容に関する一考察：フラッグフットボールにおけるオ
フェンスのガードに着目して

初等教育カリキュラム研究 105-114

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
輿倉潤也・木原成一郎・坂田行平 第5号

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
思考力・判断力・表現力等を育み“持久走嫌い”をなくす！

体育科教育 52-56

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中西紘士 66

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
体育科の授業の中で競争をどのように取り扱うか

学校教育 44-47

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
中西紘士 1213

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
青年海外協力隊体育隊員候補生の「リフレクション」の実態に関する事例研究：技術補完研修における模
擬授業に着目して

広島体育学研究 19-27

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
川口諒・明石智・齊藤一彦・白旗和也 第44巻

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中国北京市海淀区における体育教師の現職研修制度と授業研究の改善

体育科教育 73-75

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
木原成一郎・久保研二・謝娟 第65巻,第13号

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
指導内容を明確にしたボール運動の学習：第5学年ボール運動　ゴール型「ハンドボール」の実践を通して

体育科教育 66-70

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
前田心平・木原成一郎 第65巻,第13号

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
校内研修としての授業研究への注目：連載を始めるにあたって

体育科教育 42-44

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
木原成一郎 第65巻,第11号

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
教育実習における教師志望学生の教師観の変容に関する事例研究

教職実践研究 21-30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
嘉数健悟・上地幸市 7

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
体育の独自性を「学びに向かう力、人間性等」に求めることへの懸念

体育科教育 50-53

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加登本仁 65(13)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アクティブ・ラーニングと私たちのグループ学習

たのしい体育・スポーツ 52-55

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加登本仁 301

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
次期学習指導要領と異質協同のグループ学習

運動文化研究 25-35

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加登本仁 34

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
研究の柱（場づくり）を中心に据えた校内研究のモデル授業づくり

体育科教育 64-67

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
栗塚祐二・木原成一郎 第66巻,第2号

 １．著者名

http://doi.org/10.15027/45457

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
小学校体育科の思考力・判断力を評価するための動画テストの開発 : 跳び箱運動の「台上前転」を例に

学校教育実践学研究 55-60

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
大後戸 一樹・末吉 知規 24

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
体育授業における生徒の動機づけに及ぼす教師の働きかけの影響に関する実践的研究

スポーツ教育学研究 61-74

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
名越　由佳・久保　研二・伊藤　豊彦 Vol.37 No.2

 １．著者名

http://doi.org/10.15027/45471

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
体育授業は学級経営にどのような影響を及ぼすのか : 初任の小学校教員を事例として

学校教育実践学研究 175-185

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
岩田昌太郎・中山泉・川口諒・正木志歩・有馬尊・濱本想子・則清陽香・中川昂・室本佳祐・佐藤由惟 24

 １．著者名



2016年

2016年

2017年

〔学会発表〕　計29件（うち招待講演　0件／うち国際学会　14件）

2018年

 ２．発表標題

International Association for Physical Education in Higher Education（国際学会）
 ３．学会等名

Seiichiro Kihara
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Employing Lesson Study to Support Japanese Primary Classroom Teachers’ Reflection Skills in Physical Education

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
教師の資質能力の形成を目指した大学と関係機関との連携のあり方について－A市教育委員会の取り組み－

沖縄大学人文学部紀要 119-124

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
嘉数健悟・上地幸市 19

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
情報共有システムの導入で同僚の育ちを支える

体育科教育 29～33頁

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
加登本仁・辻延浩 第64巻第12号

 １．著者名

http://doi.org/10.5432/ijshs.201623

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Learning Process of Classroom Teachers on Elementary School Physical Education:

International Journal of Sport and Health Science 79-93

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Seiichiro Kihara, Kenji Kubo 14

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本スポーツ教育学会第38回大会

日本運動・スポーツ科学学会第25回大会

23rd ECSS Congress（国際学会）

23rd ECSS Congress（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

菅原久頌・加登本仁

山平 芳美・齊藤一彦・白石 智也

Felix David，Kazuhiko Saito

Matsumoto, Y., Saito, K

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

THE EFFECTS OF LEARNING “TACTICS FOR WINNING” FOR LONG-DISTANCE RACES IN JUNIOR HIGH SCHOOL PHYSICAL EDUCATION CLASSES

運動感覚に着目した中学校短距離走指導に関する事例研究

カンボジアの初等教員養成における体育科教育法の現状と課題

A study on the characteristics of school physical education in Senegal
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